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２、研究内容 

当研究会では環境問題を扱っています。一口に環境問題といってもその範囲は非常に幅

広いものとなっており、またその解決にはさまざまな角度からの切り込みが必要となる問

題です。具体的には地球温暖化問題、廃棄物問題、貿易と環境の両立問題を中心に扱って

おり、主として経済学的観点からの研究をしておりますが、それ以外の法学、政治学、倫

理、工学などの観点からのアプローチも含めて取り組んでいます。 
 例えば地球温暖化問題については、1997 年に採択された京都議定書で先進国を中心に温

室効果ガスの削減の具体的数値目標が決まったが、2001 年 3 月のアメリカの離脱声明によ

り事態は混沌としており、7 月にボン合意が成立したものの詳細は今後の交渉に委ねられて

いるので予断を許さない、といった現状です。各国にはそれぞれの国内事情があり、独自

の主張が交錯しているためかなり合意といったものは成立しにくいのですが、その中でい

かにして各国の要求を満たすか、そしてそのために日本はどのような対応をしていくべき

か、といったことを研究しています。さらに国内対策として、炭素税、排出権取引、自主

協定などの有効性、効率性を比較するとともに、どのような政策組み合わせが一定のプラ

イオリティのなかで適切か、といったことも研究しています。 
 また廃棄物問題に目を向ければ、処分場逼迫による処分価格の高騰を受け、循環型社会

形成が焦眉の急となっている現状があります。その中で、処分場問題の解決の方向性を探

るとともに、循環型社会の理念から派生した資源の有効利用という考え方の下で制定が間

近となっている自動車リサイクル法をどのような内容にすべきか、すでに施行されている

容器包装・家電の両リサイクル法について法施行後リサイクルがどのように行われている

か、今後有効に機能させるにはどう改善すべきか、といったことを調査・研究しています。

特に法律の場合、施行によって社会的なコストやベネフィットが追加的にどれほど発生し

たかといった議論は避けて通れないものでしょう。 



３、研究会ＰＲ    

 当研究会では、環境問題をテーマに真剣に研究を行っています。研究活動は机に向かう

ものだけでなく、問題の起きている現場を実際に訪れ、関係者の方の貴重なお話を伺うこ

とが多いです。そのため学問の知識を得るだけでなく、現場でしか知りえない諸々の実情

というものを知ることができるはずです。また先生が企業出身の方でいらっしゃるので、

礼儀作法などの社会人としての振る舞い方も学ぶことができます。さらに先生は多くの国

際・国内会議に出席されていますので、環境問題の最新情報や興味深いお話を伺うことも

できるでしょう。２年間の活動によって論理的思考能力、プレゼンテーション能力、英語

力なども含め、得られるものは相当大きいと言えます。 
 また、研究会の雰囲気としては、とてもアットホームで、3 ，４ 年生共に仲がすごく 
良いといえます。厳しい研究活動を共に乗り越え、飲み会で楽しく盛り上がることを通し

て、生涯に亘る良き仲間、友が得られることでしょう。 
 環境問題に関心があり、やる気のある方、お待ちしています。 

４、入ゼミについて   

 選考試験については未定ですが、昨年度は以下の５冊から１冊を選択し、5000 字以内の

感想文（事前提出）と、教授と学生による面接でした。筆記試験はありませんでした。ま

た他学部からの入会も歓迎いたします。 

① Ｆ・ケアンクロス著「地球環境と成長」東洋経済新聞社 1992 年 

   ② 橋本道夫著「私史環境行政」朝日新聞社 1998 年 

   ③ 李志東「中国の環境保護システム」東洋経済新聞社 1999 年 

   ④ "ACTION AGAINST CLIMATE CHANGE The Kyoto Protocol and Beyond"OECD1999 

   ⑤"NATIONAL CLIMATE POLICIES AND THE KYOTO PROTOCOL "OECD1999 

⑥山口光恒「地球環境問題と企業」（岩波書店 2000 年 11 月） 

何かご質問などありましたら、お気軽に下記のゼミ生までどうぞ。 

入ゼミ代表：前田 陽一   fk992435@hc.cc.keio.ac.jp                        

細山田 海人  kaito-blue@mta.biglobe.ne.jp 

また、教授・研究会ホームページに入ゼミに関する情報、教授からの入ゼミに際してのメ

ッセージなどがありますので、ぜひご覧ください。 

   教授ホームページ   http://www.econ.keio.ac.jp/staff/myamagu/ 

   研究会ホームページ  http://seminar.econ.keio.ac.jp/yamaguchi/ 

５、説明会・オープンゼミ開催のお知らせ        

11 月 13 日（火）に教授説明会、16 日（金）に学生説明会を開催いたします【共に日吉、

お昼休み】。教授説明会では先生に直接質問できますし、学生説明会ではゼミ生から見た

研究活動などについて私たちの方からお話できると思います。また 11 月 14 日（水）、12

月 2 日（水）にオープンゼミ【三田 112 教室、2 時 40 分から】を行います。ゼミの具体的

研究内容や雰囲気を直接感じることができます。ぜひお越しください！！ 
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